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我々はフォトニック結晶導波路 (PCW) のスローライトを利用した Si 光変調器を研究してき

た．高い群屈折率 ngにより変調効率は増大するが，スローライトと RF 信号の位相不整合が周波

数応答を悪化させる 1)．そこで，RF 信号を迂回，遅延させるメアンダライン電極を導入したが，

周波数応答のディップが効果を不明瞭にしていた．前回は金属ワイヤによる G 電極間の共通化で

このディップが解消されたが，遮断周波数 f3dBは改善には至らなかったことを報告した
2)．そこで

今回は製作段階で G 電極間を共通化したデバイスを製作し，周波数応答を調査した． 

デバイスの光学顕微鏡写真を図 1に示す．長さ L = 200 mの線形 p-n接合つきの格子シフト

がない PCWを移相器とした．メアンダライン電極は迂回路長 Ld = 1186 mとした．測定した EO

周波数応答を図 2に示す．測定条件はバイアス電圧 VDC = 2 V，群屈折率 ng > 40 とした．いずれ

の電極も周波数応答にディップが現れず，滑らかな応答が得られた．通常電極デバイスは f3dB = 

13.2 GHzであったのに対し、メアンダライン電極デバイスは f3dB = 15.6 GHz と改善し，メアンダ

ラインによる位相整合の効果が確認された．ただし，今回の条件では p-n接合の RC 時定数の影響

も比較的強く現れた．また，メアンダライン電極デバイスの周波数応答は低周波領域がわずかに

乱れており，これは遅延線の導入によるものだと考えられる．電極間距離や電極幅，曲げ構造等

の最適化によって，さらなる改善が期待される． 

本研究は新エネルギー・産業技術総合開発機構「光エレ実装」プロジェクトの援助を得た． 
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